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一八九一年一月にブッダ成道 地ブッダガヤを訪れ︑その荒廃した状況を目の当たりにし︑ブッダガヤ復興 啓示的な使命を得る︒の年の五月に大菩提協会を創設すると︑ブッダガヤ復興 旗印 掲げた世界的な仏教運動のネットワークを組織する︒　
セイロンの富裕なシンハラ商人の家庭に生まれたダルマパーラは︑


































ように︑日本人や日本の仏教界と 関わりが深かった︒後に詳しく見る 寺院領の買い取りやブッダ に奉納され 阿弥陀如来仏像など︑ダルマパーラはそ 活動の様々な局面 ︑日本の仏教界に支援を呼びかけ その助力に期待を寄せていた︒　
しかし︑ダルマパーラの呼びかけ 日本の仏教界に高まった仏跡


















































































日本人のための仏教のセンターをブッダガヤに作るために︑岡倉という名前の日本人がベンガル人の仲間と共に︑一九〇三年にインドを訪れた︒︙︙彼らは︑ネオ・ヒンドゥー教のスクールに属するベンガル人 助けを得て 日本の仏教はヒンドゥー教と同じものであり︑彼らはセイロン 仏教徒とは何の関係もないと述べると︑マハ トと 交渉を開始した︒そして︑マハントに対して︑日本人の寺院をブッダガヤに建設するため 土地の提供を求めたのである︒
　
ここで天心の訪問が一九〇三年とあるのは︑正しくは一九〇二年
であるが︑ 「ネオ・ヒンドゥー教のベンガル人」とは︑天心をブッダガヤに案内したラーマクリシュナ 団のスワーミー・ヴィヴェーカーナンダを指している︒このダルマパーラ 記事は︑ヴィ ェーカーナン の助力を得ることで︑天心がブッダガヤ大菩提寺院の地権者であるマハ ト ︑日本人の巡礼者のために土地 提供を求めたことを記している︒　
天心の交渉相手として登場するヒンドゥー教シヴァ派の僧院長マ





ダとの関係を︑ 「日本の仏教はヒンドゥー教と同じものであり 彼らはセイロンの仏教徒とは何 関係もないと述べると︑マハントとの交渉を開始した」と 記していることである︒　
ダルマパーラは︑長年にわたり世界の仏教徒に団結を訴えて︑



















宗教活動の自由をめぐるカルカッタ高等裁判所での判決や州政府による日本の仏像の撤去命令など︑英領政府 宗教政策が大きな背景に横たわっていた︒世界の仏教界を代弁しようとするダルマパーラと︑インドの多数派を占めるヒンドゥー教徒の権益を主張する ハントが対立するブッダガヤ問題に対して︑英領政府もまた︑現地の係争には不介入の立場を標榜しなが かし実際には 様々な政治的対応 迫られてい ︒ブッダガヤ 窮状 目の当 りに ︑その復興に取り組もうとした天心の試みもまた︑そのためこのような文脈を通して︑初めてその意義が理解されると言えるだろう︒　
本稿で取り上げるのは︑このような英領インド おけるブッダガ
ヤ復興運動を通して明らかとなる 岡倉 と ルマパーラと 相互の関係である︒　
近代インドにおけるブッダガヤ復興運動については︑すでに述べ









as (1975 ) は︑


























as (1975 ) に従うものとして︑しかし︑その歴史的経










































は︑欧州視察から帰国 途次︑インドに上陸し︑ブッダガヤに巡錫する︒こ 時に︑北畠 ︑地中に埋まる大塔をブッダの墳墓と考えて︑その脇に記念の石碑も建てているが︑それはちょうど英領政府による大塔 修復作業 模様であったこと 分かる︒その後 マクス・ミューラーのもとで学んだ南條文雄も︑ ギリスから 帰国の途次︑一八八七年にブッダガヤに立ち寄 ︒　
こうして︑先述の一八九一年のダルマパーラによる大菩提協会の

























































































に再びブッダガヤに戻ると マハントと 地所の買収交渉を開始する︒また︑国際社会にその運動をアピールする め ︑一八九一年十月にはブッダガヤで︑国際仏教会議を開催する︒この時 は︑セイロン︑中国︑チッタゴン 日本 代表者を集め︑ブッダガヤ大菩提寺の買い取りとそのための基金の呼びかけなどが決議される
（
42）︒
印度仏蹟興復会の使節 して日本から訪れた阿刀宥乗と徳沢智恵蔵が︑日本側の関係者に地所の買い取り 用意があ 明したのは︑この時の事であった
（
43）︒一八九二年には︑大菩提協会の本部はカル














の一行には︑その光景は︑日露問題ばかり なく︑インド 及びアジア全域への日本人 野望を実現する矛先として ブッダガヤが利用される可能性を思い起こさせた」と 説明する︒　
すなわち︑当初はダルマパーラへの土地の譲渡に協力的な姿勢を
見せていた当局が︑その前言を翻して介入を拒否するようになっのは︑植民地当局が︑ブッダガヤ 通 日本 影響力が拡大することを恐れたからだ︑とするのである︒　
しかし︑当時の植民地政府の記録を見ると︑実際にはこの時に





























し︑マハントの強い反発 受け また対立の拡大を懸念す 当局
ダルマパーラのブッダガヤ復興運動と日本人
201
















ハントによる大塔 所有権を認め︑マハントの行為はその所有権の行使の範囲内で行われ ものとした︒逆に︑ダルマパーラ 行為は︑そのハントの所有権を認識する中で行われたものであり︑その主張にもかかわらず︑純粋な宗教的行為と 見なされない︑とするもであった︒すなわち 大塔に仏像を安置することは仏教徒としての宗教的権利の一部であるとするダルマパーラ 主張は退けられ それは 行為を逸脱した︑マハントの地主的 への侵害を含むものであると認定し︑それを制限したマハント 行為 必ずしも刑法で禁じられた宗教的行為への妨害にはあたらない︑ いう判断を示すものとなっていた︒　
高等裁判所の判決は︑こうして内外のヒンドゥー教徒と仏教徒が

































































にあったビルマ州の仏教徒からの反発が大きかった もとも ブッダガヤ寺院に関わる問題は︑ビルマではミンドン王による復興事業から続くビルマ仏教界の として認識されていた︒特 日本仏像が置かれたビルマ・レストハウスは︑仏教徒 滞在の めにミンドン王によって建立されたも であり そのレストハウスから仏教僧や仏像を退去させないように求める様々な請願書がインド政庁に寄せられることで︑植民地官僚を当惑させた
（
59）︒この事件に合わせ











ジャーナリズムの中には あ かもイギリス政府が︑日本がブッダガヤに奉納した仏像 撤去するように命じたかのような過剰な論調も見られた︒たとえば︑当初からダルマパーラの運動を支持していた『インディアン・ミラー』紙は︑仏像の撤去問題は︑ 「東洋の日いずる国の仏教徒の人々の宗教的心情を辱める」ことになる︑と英領政府を非難した
（
62）︒ 『ベンガリー』紙は︑神聖な仏像を博物館に陳











での法的権利を確認しながら︑同時に政府としては︑英領 ド内の宗教問題 ついては︑ 「厳正に中立の立場を保持する」という方












































カルカッタで︑ラジャ・ラダカント・デブらによって創設された︑ブランモ・ショマジ運動 対抗する︑保守的なバラモン知識人の団体が有名であ が︑そ 直接的な関係は不明である︒また︑英領期のヒンドゥー・ナショナリズム運動が政治化するのは︑一般にはヒラーファト運動が高揚する一九二〇年代以降とされる
（
69）︒そのため︑




































徒のマハントであると認め︑大菩提協会の活動がその法的な権利を犯してヒンドゥー教徒の感情を刺激してゆくことに︑懸念を示すものとなっ いる︒ブッダガヤ寺院は これまでも仏教徒は自由に往来しており︑政府が特にこれを妨げている訳では無い で︑植民地政府といえどもヒンドゥー教徒の反発を招かないためには現状を維持するのが得策であり︑それ以上の特権を大菩提協会に与えるは困難である︑という観測を述べている︒この領事館の声明文は︑その後の英領 の対応を的確にとらえたものと言え︑ 『仏教』の記事が︑そ 後はダルマパーラの主張は取り上げず︑ 「平安に局を結」んだ所で終わることにも︑対応するも となっている︒　
同様に︑ビルマ仏教界の動向を見ても︑ダルマパーラの呼びかけ













するダルマパーラの運動は︑結果的にはヒンドゥー地主階層や地元の宗教団体からの反発も招くことになり︑当初はダルマパーラの運動に同情的であったインド知識人の間でも︑インド国内でのヒンドゥー教徒の利害と対立する外国人による運動とし ︑ダルマパーラへの警戒感が高まってゆく︒アジア 仏教徒 ため 問題とは別に︑民族主義的な意識を背景としたインド国内のヒンドゥー教徒の問題として︑むしろヒンドゥー教徒の権益を代弁する マハントの立場に理解を示す意見が高まってゆくのであ ︒　
たとえば︑一八九三年のシカゴ宗教会議以来︑ダルマパーラとの














たマハントとの対立は︑日本の仏教界をも巻き込む大きな騒動を引き起こすが︑こうして十年を経過しても︑土地 買収も日本の仏像の安置もできず 具体的な進展が見られな と う状況になっていた︒　
ダルマパーラの大菩提協会の活動は︑日本を含む国際的な仏教界
の世論を一時的に喚 する効果はあったが︑その運動の持続的な広がりという点では限定的であった︒肝心 インドでは︑かえってヒ





を︑日本の仏像を安置し仏教僧 常駐して活動するための︑新たなレストハウス 建設へと移 てゆく
（
78）︒具体的には︑政府によるバン
ガロウの仏教徒へ 開放や︑新たなレストハウス建設のため ︑土地の斡旋を政府に働きかけてゆくこと な ︒　
ミンドン王によって一八七〇年代に建てられたビルマ・レストハ













































































陳情活動で繰り返し言及する は︑ 「仏像がヒンドゥー教社会 障害を与える」ものとして 日本の仏像の撤去を命じた︑一八九六年四月二日の英領政府による通達であった
（
93）︒そして︑日本の仏像の安






















承認すると︑上級官庁のベンガル政府の裁可を求め いたが︑一九〇一年四月 段階で ︑まだインド総督府では︑同様にレストハウスの建設を求めるマンダレー仏教徒の陳情に対して︑ 「いかなるステップも取ることが出来ない」と述べて た
（
97）︒そのため︑最終


























ストハウスは大変 手狭 ︑以前から巡礼者が苦情を寄せていた︒仏教徒の巡礼者 ︑実際には︑マハント僧院の一角を宿舎として利用することも多く︑そのためマハント側も 仏教巡礼者の便宜のために提案され︑政府が承認を与えた第二レストハウス 建設そのものについては︑その必要性を 識し︑一定の理解を示していた︒　
上記の陳情書でも︑最終的に︑第二レストハウスの建設がどうし










おける第二レストハウスの建設 着手すること な と思われる︒しかし︑それはダルマパーラ 主張と︑そのダルマパーラの介入に反発するとマハントの主張とを折衷した︑玉虫色の解決策と言えるものであった︒すなわち︑最終的に政府は︑ブッダガヤでの新たなレストハウスの建設を承認するが︑それはあくまでも宿泊 ための施設とされた
（
104）︒それは︑巡礼者の宿泊以外の目的に供することはで










































































ウスとは別に この時にはすでに新たなレス の建設が開始され︑それ 基層工事 最中であったが︑しかし すでに見たように︑このレ トハウスに日本 仏像を安置すること できないされていた である︒　
この天心の第二回目のブッダガヤ訪問では︑日本から駆け付けた








のとしてこれを政府に訴え︑つい 裁判沙汰となれ ︒︙︙ただ勿体なきは阿弥陀仏の尊像なり︒この仏像が火花を散らせし争いの種と りたるのみならず 今はこれを安置し申す処も無ければ︑やむなくビルマ国の建てし
9
一休息所の片隅に据






泊施設の計画には留まらず︑その新たな施設の建設を通して︑最終的にはこう着状態 あったダルマパーラによるブッダガヤ復興運動の状況もまた︑打開しようとする意図 あっ ものと推測される︒　
天心があえて︑ 「日本の仏教 ヒンドゥー教と同じものであり︑
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o. 2046 , 9
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（二〇〇二︑ 三〇五︱三六二） ︑ゴンブリッチ（二〇〇五︑ 二八八︱三二八）の古典的研究に始まり︑多岐に渡る︒近年では近代仏教への関心を通して︑日本でも様々に注目されるようになった この点については︑すでに述べた︑大谷（二〇一二） ︑奥山（二〇〇八） ︑佐藤（二〇〇八）の他にも︑遠藤（二〇一一） ︑川島（二〇〇六ａ 〇〇六ｂ 渋谷 一九八〇︑
 
一九八五︑ 九九九 二〇一 ） ︑杉本（一九九五︑ 二〇〇三︑ 二〇一〇︑
 
二〇 二） 鈴木（一九九六︑ 八一四︱八二四） ︑前田（二〇〇六） ︑山川（二〇〇〇）など優れた様々な論考が公にされているので︑参照されたい︒
（

























innard (1998 ) ︑
Philip (1988 ) ︑
















ol. 51 , 
N
os. 5 -6 , M












ol. 51 , 
N
os. 5 -6 , M
ay-June, pp. 127 -134 , 1943 ; V
ol. 51 , N
os. 7 -8 , July-A









（Oppression and Tyranny at Buddha Gaya, The Visit of the Lieutenant 






いる。（2015 年 1 月、筆者撮影）
地図―1　釈興然が描いたビルマ・レストハウス
境内の外周、大塔の北西側（乾の方角）に「乾院」（住
師興然）が見られる。興然は、「去る 1 月 24 日を以て
塔の乾院なる一院に入り永く止住の道場と定めたり」






える。（Cunningham, Major-General Sir A. 1892 Mahabodhi, 
or TheGreat Buddhist Temple under the Bodhi Tree at Buddha-
Gaya, London: W.H. Allen, plate I より抜粋）
ビルマ・レストハウス
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o. 51 , N
os. 7 -8 , July-A
ugust, 1943 . 同様の経緯は︑釈興然も伝えてい










Linguistic Survey of India ）の局長となる︒
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マパーラが四千円︑釈興然を通して日本の仏教界からは︑一千円を調達する手筈となっていた（ 「雑報」 『浄土教報』七十四号︑一八九一年六月五日） ︒
（
41）  
釈雲照（一九七八︑ 一三二︱一三四︑ 二七八︱二七九） 東元（一八八二） ︒
日本の使節は︑十月十四日に︑セイロンを経由してカルカッタに到着した（T
he D
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─」 （一）～（四） 『不滅の言葉』五︑ 七︑ 九︑ 十一月号︑
V
ol. 55 , N
o. 3 -6 ︑
日本ヴェーダーンタ協会︑六十八︱七十七頁︑二十三︱二十九頁︑二十二︱二十六頁︑三十五︱三十八頁︒
東元慶喜
一九八二年「釈尊正風会のひとびと」 『駒澤大学佛教学部研究紀要』第四十号︑五十 ︱六十一頁︒
藤井慈海
一九九一年『インド・タイの仏教』興英文化社︒
堀岡弥寿子
一九七四年『岡倉天心
─
─アジア文化宣揚の先駆者
─
─』吉川弘文館︒
一九八二年『岡倉天心考』吉川弘文館︒
前田惠學
二〇〇六年『現代スリランカの上座仏教』山喜房佛書林︒
村上譲
二〇一一年『島地黙雷伝
─
─剣を帯した異端の聖
─
─』ミネルヴァ書房︒
山川一成
二〇〇〇年「アナガーリカ・ダルマパーラと日本
─
─第一回・第二回の訪日
について
─
─」 『パーリ学仏教文化学』第十四号︑四十三︱五十二頁︒
付記　
本稿の作成に当たり︑稲賀繁美先生︑佐藤良純先生︑中里成章先生︑山口静
一先生には︑貴重なご助言を頂いた︒貴重なコメントを頂いた匿名の査読者を含めて︑ここに記して謝意を表する次第です︒　
なお︑本論文においては︑引用に際し︑読み易さを考慮し︑旧仮名遣いを現
代仮名遣いに改めたほか︑適宜句読点を補う︑一部の漢字を仮名にひらくなどの処置を施した︒漢字 ついても︑本文同様︑新字体に統一した︒
